
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人泉田一の上告理由（上告状記載のものをも含む。）について。

　所論の点に関する原審の事実認定は、原判決（その引用する第一審判決を含む。

以下同じ。）挙示の証拠関係に照らし肯認することができ、その過程に何ら違法は

ない。民法一六二条二項の一〇年の取得時効を主張するものは、その不動産を自己

の所有と信じたことにつき無過失であつたことの立証責任を負うものであるところ、

原審の認定した右事実関係のもとにおいては、上告人が無過失といえないとした原

審の判断は、正当であつて、原判決には何ら所論の違法はない。論旨は、独自の見

解に立つて原審が適法にした認定、判断を非難するに帰し、採るを得ない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文の

とおり判決する。
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